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1969昭和 441112水 014-014 古代史の根源に波紋 邪馬臺国でなく邪馬壹国 後漢書こそ三国志を誤記
『史学雑誌』(79編9号)登載
論文の「邪馬壹国」の紹介記
事

45 124土 007-007 上 邪馬台国論争への疑い 「現代の常識」は通らぬ
45 125日 006-006 中 その発音について 山倭（やまゐ）国と読む1970昭和
45 127火 009-009

邪馬壹国
下 新しい出発 意外に正確「倭人伝」

1979昭和 54 716月

朝刊

短評
『ここに古代王朝ありき』古
田武彦著

書評

48 910月 007-007 1 史料批判は正しく やはりなかった邪馬臺国 「邪馬壹国への道」の縮約版
48 911火 007-007 2 「」は「臺」の古形 原文」は陳寿の自筆本を意味せず 「邪馬壹国への道」の縮約版
48 913木 007-007 3 「陳寿の筆蹟」が問題 「邪馬壹国への道」の縮約版
48 917月 007-007 4 紹熙本は他に勝る 張元済の細密な考証 「邪馬壹国への道」の縮約版
48 918火 007-007 5 中国版刻の"復源"主義 「邪馬壹国への道」の縮約版
48 920木 007-007 6 紹熙本と紹興本と 「棺と槨」「欲不行」 「邪馬壹国への道」の縮約版
48 922土 007-007 7 領域示す「東治」 原文改定の基礎は脆弱 「邪馬壹国への道」の縮約版
48 925火 007-007 8 「臺」の特殊な思想性 「邪馬壹国への道」の縮約版
48 927木 007-007 9 「極精美」など誤り六点 「邪馬壹国への道」の縮約版

1973昭和

48 929土 007-007

邪馬壹国論－榎一
雄氏への反論

10 ”定説””常識” 実証性こそ論争に必要 「邪馬壹国への道」の縮約版

邪馬壹国の論理

東京版

1978昭和 53 3 1水

夕刊

007-007 邪馬台国論議五つのカギ 現代研究者の基本問題として まぼろしの祝詞誕生
1972昭和 471114火 学会往来 好太王碑文の論争白熱 史学会大会での論争状況

56 514木 009-009 古代史学の未来 北京大学の研究者と語る まぼろしの祝詞誕生大阪版
1981昭和

56 910土
夕刊

好太王碑研究の転機
541112月 005-005 87 筑紫の真相 ツクシからチクシ？
541113火 005-005 88 天の下の秘密 「植民地」大和盆地を指す

19月 005-005 89 １ ３０代なかばで即位
5411

20火 005-005 90
卑弥呼の年齢

２ 三国史記の「年代」に狂い
26月 005-005 91 １ 鉄剣銘文から断定

5411
27火 005-005 92

関東に大王あり
２ 「宮」は権力者の号だった

5412 3月 005-005 93 韓国陸行 従来の水行に異論
5412 4火 005-005 94 陳寿反対派の証言 倭人伝”支離滅裂”ではなかった

10月 005-005 95 1 ３世紀の近畿に女帝はいない
5412

11火 005-005 96
子供でも分かる謎

2 なぜ首都への入港をさけた？
17月 005-005 97 1 三国志の冒頭に「俾」使用

5412
19水 005-005 98

卑弥呼と俾弥呼
2 尚書読んだ倭国官僚

541224月 005-005 99 壁画古墳と石馬 神話世界との共通点

読売新聞

西日本
版

1979昭和

541225火

夕刊

005-005

倭国紀行

100 九州王朝－卑弥呼の後裔 その国は阿蘇山下に

邪馬一国の証明

47 124土 インタビュー
『邪馬台国はなかった』の著
者古田武彦さん

まぼろしの祝詞誕生

1972昭和
471113月 ニセ？本物？広開土王の碑文 史学会大会　日朝の学者間で論争

「好太王碑文」についての
「古田武彦×李進煕」の論争
を解説

1975昭和 50 310土 書評 『盗まれた神話』古田武彦著 記・紀解読の正念場に
1984昭和 59 2 7火 ２０の？考える 古代あぶり出す二刀の銘 銘文「大利」についての解釈
1992平成 4 810月

朝刊

013-013 おやじの背中 職人的に教育者、粘り強さを学ぶ
1977昭和 52 9 9金 009-009 伊都国「統属」について 邪馬台国論争の起点ここに まぼろしの祝詞誕生

1979昭和 54 920木 005-005
雄略説に再考を求める
－昨秋来の「定説」亀
裂

関東に大王あり 稲荷山鉄剣銘文をめぐって

東京版

1988昭和 6312 5月

夕刊

005-005論壇 アイヌの聖域なぜ守れぬ 侵略の歴史認めるのが近代国家

一般紙

朝日新聞

大阪版 1978昭和 531121土 朝刊 003-003 「斯鬼宮」は関東に 稲荷山鉄剣銘文研究の古田氏ら新説 古田説の紹介記事
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47 4 5水 005-005 邪馬壹国と金印
「漢の委の奴の国王」先例を無視した
印の読み方

まぼろしの祝詞誕生
1972昭和

47 9 2土 007-007研究ノート 二十四輩文書は真作
1973昭和 481024水 007-007 記紀説話と九州王朝 「熊襲のありか」にカギ
1974昭和 49 619水 003-003研究ノート 『翰苑』と東アジア 邪馬壹国の論理

50 3 8土 007-007 1 古代人の認識
造作でない記・紀神話－津田学説批判
から出発

『まぼろしの祝詞誕生』での
題名：「記・紀神話、後代造
作説」への疑い

50 315土 005-005 2 原文改定
論証もせず正当化－勝手に「壱」を
「台」に

『まぼろしの祝詞誕生』での
題名：「記・紀神話、後代造
作説」への疑い

50 322土 007-007 3 九州王朝
実在の証拠資料無視－背後に「近畿」
中心思想

『まぼろしの祝詞誕生』での
題名：「記・紀神話、後代造
作説」への疑い

1975昭和

50 329土 006-006

戦後古代史学への
疑問

4 在野の立場
厳正な史料処理貫く－たどりついて降
臨の地

『まぼろしの祝詞誕生』での
題名：「原文改定」への疑い

邪馬壹国の論理、ま
ぼろしの祝詞誕生

大阪版

1972昭和 471111土

夕刊

白熱する広開土王陵碑論争
日朝の学者鋭く対立、碑文の書換えを
めぐって

「好太王碑文」についての
「古田武彦×李進煕」の論争
を解説

1978昭和 531021土 朝刊 女王卑弥呼″なぞの微笑″ 新説「老女ではない」 雑誌掲載論文の紹介記事

朝日新聞

名古屋
版 1984昭和 59 215水 夕刊

皇国史観離れれば姓と
官の矛盾解消

出雲と多元史観 鉄剣銘文の「臣」をめぐって まぼろしの祝詞誕生

1982昭和 57 527木 本と人 古代史家しのぐ結論を 古代史家しのぐ結論を 相互批判なしに学問の進歩望めない
『わたしひとりの親鸞』とイ
ンタビュー

1991平成 3 831土 朝刊 インタビュー 新発見で不利？畿内説
『邪馬台国』問題シンポジウ
ム

古田武彦、山田宗睦
古代史討論シンポジウム
「『邪馬台国』徹底論争」の
成果のインタビュー記事

1974昭和 4911 6水 005-005 倭王への献上か下賜か 七支刀の科学調査に賛成 邪馬壹国の論理
51 220金 005-005 上 卑弥呼の漢鏡 邪馬台国論争の決め手
51 225水 005-005 中 古墳期の三角縁神獣鏡 「全面伝世」はあり得ない1976昭和
51 3 5金 005-005

古代史の構図
下 倭人、太平洋を渡る エクアドルに縄文式土器

まぼろしの祝詞誕生

54 2 1木 005-005
稲荷山鉄剣銘文の「通説」に
矛盾

「関東の王者」説裏付ける古墳の埋葬
事実

まぼろしの祝詞誕生

54 710火 「卑弥呼の鏡」論争をさぐる 三角縁神獣鏡
三角縁神獣鏡の論争について
解説

1979昭和

54 813月 004-004
三角縁神獣鏡でありえ
ぬ

卑弥呼の鏡へ反論する
”文字あれば中国鏡”の旧見を破る－
大岩山古墳の鏡

まぼろしの祝詞誕生

毎日新聞 東京版

1980昭和 55 516金

夕刊

007-007 古鏡の史料批判 奥野正男氏への再批判
古代史を妖惑した鏡（一部加
筆）として所収

邪馬一国の証明

1973昭和 48 312月 親鸞とわたし 青春のなかで
1979昭和 54 8 6月

夕刊
現代のことば 一少女の問い 「天の下」の秘密

1979昭和 541226水 010-010 『邪馬台国』論争の復活 学界からの最近の反応 まぼろしの祝詞誕生
55 2 8金 011-011 邪馬台国論争 陳寿反対派の証言 ふたたび三木氏に答える まぼろしの祝詞誕生
55 3 7金 011-011 邪馬一国論争の新展開 史料判定、やはり誤り 三たび三木氏に答える まぼろしの祝詞誕生

10木 011-011 上 最後に三木氏に答える
55 4

11金 011-011
邪馬一国論争の審判

下 最後に三木氏に答える
55 427日 011-011 『邪馬台国』論争 終わりにあたって 各論者の見解
551023木 011-011 邪馬一国の史料批判 三木太郎氏に

1980昭和

5512 3水 015-015 邪馬一国の方法 古代史の盲点

まぼろしの祝詞誕生

56 1 6火 013-013現代を読む視点 いずこへ行く 退廃的な精神に問いかける
56 4 7火 017-017 三国志に「臺」はない 邪馬一国の確証 三木太郎氏に答える まぼろしの祝詞誕生

京都新聞

1981昭和
5612 3水

朝刊

011-011文化 転機の日本古代史学 「邪馬台国」近畿説を崩す まぼろしの祝詞誕生

一般紙

信濃毎日
新聞

1980昭和 55 2 5火 朝刊 009-009 古代史の新展開 銅鐸をめぐって まぼろしの祝詞誕生
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29水 004-004 上熊本日日
新聞

1981昭和 56 7
30木

朝刊
004-004

失われた古代史 九州王朝と肥後
下

西日本新
聞

1983昭和 58 7 8金 夕刊 013-013 筑紫舞をめぐって

下野新聞 1983昭和 58 817水 日刊 008-008 関東九州王朝の成立 栃木史心会例会講演から
61213火 013-013 『江戸時代パラウ漂流記』 書評

1994平成
61227火 012-012

古田武彦が読む
『エラズマス・ダーウィン』

デイモンド・キング＝ヘレ著、和田佳
久訳

書評

7 117火 012-012 『中国の禁書』
章培恒、安平秋主編／氷上　正、松尾
康憲訳

書評

7 131火 021-021 『バルセローナにて』 堀田善衛著 書評
7 214火 013-013 『日本神話を考える』 上田正昭著 書評 古田史学会報第６号
7 228火 015-015 『あいまいな日本の私』 大江健三郎著 書評
7 314火 013-013 『民主主義の終り』 ジャンマリ・ゲーノ著、桝添要一訳 書評
7 328火 013-013 『ソクラテス最後の十三日』 森本哲朗著 書評

7 411火 018-018
『海人と天皇－日本とは何
か』（上・下）

梅原　猛著 書評

7 425火 019-019 『津軽安藤氏と北方世界』 小口雅史編 書評

7 5 9火 019-019
『初期仏教の思想』（上・中
・下）

三枝充悳著 書評

7 523火 012-012 『邪馬台国への道』 朝日新聞西部本社編 書評 古田史学会報第７号
7 6 6火 021-021 『蓮如－われ深き淵より』 五木寛之著 書評
7 620火 013-013 『東北の時代』 西沢潤一著 書評

7 7 4火 015-015
『筑紫哲也のこの「くに」の
ゆくえ』

筑紫哲也著 書評

7 718火 013-013 『知の論理』 小林康夫・船曳建夫編 書評

7 8 1火 018-018
『いじめと妬み－戦後民主主
義の落し子』

書評

7 815火 012-012 『書誌学の回廊』 林　望著 書評
7 829火 015-015 『邪馬台国論争』 岡本健一著 書評
7 912火 013-013 『おひさまいろのりんご』 樋口清志・久子著 書評

7 926火 015-015
『モンゴロイドの地球（５）
最初のアメリカ人』

大貫良夫編 書評

71010火 018-018
『十七文字の禁じられた想
い』

塩田丸男編著 書評

71024火 014-014 『日本の力量』 竹村健一著 書評

711 7火 019-019
『ねじまき鳥クロニクル第３
部』

村上春樹著 書評

一般紙

産経新聞 東京版

1995平成

71121火

朝刊

017-017

古田武彦が読む

『秘められた日本古代史１０
０の謎』

斎藤忠著 書評

18土 001-001 １ 多屋博士に答う
21火 001-001 ２ 多屋博士に答う
22水 001-001 ３ 多屋博士に答う
24金 001-001 ４ 多屋博士に答う
25土 001-001 ５ 多屋博士に答う
28火 001-001 ６ 多屋博士に答う

4

29水 001-001 ７ 多屋博士に答う
1金 001-001 ８ 多屋博士に答う
2土 001-001 ９ 多屋博士に答う

45

5
7木 001-001

口伝と証文

終 多屋博士に答う
15火 001-001 １
17木 001-001 ２
18金 001-001 ３

専門紙 中外日報 1970昭和

4512

19土

日刊

001-001

続口伝と証文

４

著作集Ⅱ、親鸞思想
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20日 001-001 ５
22火 001-001 ６
23水 001-001 ７
24木 001-001 ８
25金 001-001 ９
26土 001-001 １０

1970昭和 4512

27日 001-001

続口伝と証文

１１

著作集Ⅱ、親鸞思想

14木 001-001 １２
17日 001-001 １３1971昭和 46 1
19火 001-001

続口伝と証文
終

著作集Ⅱ、親鸞思想

2日 001-001 上 石田瑞麿氏の疑問に答える
5水 001-001 中 石田瑞麿氏の疑問に答える1972昭和 47 7
6木 001-001

親鸞と夢告
下 石田瑞麿氏の疑問に答える

29木 001-001 １ 原文改定主義を斥ける
3
30木 001-001 ２ 海賦、倭人伝と対応
4 1木 001-001 ３ 南米に毛翼が群生

1973昭和 48

331木 001-001

邪馬壹国と海賦

４ 海流で太平洋横断
1火 001-001 １
13日 001-001 ２
22火 001-001 ３ 熊襲国は北九州に
1

30水 001-001 ４
1金 001-001 ５
7木 001-001 ６
17木 001-001 ７

1974昭和 49

2

27木 001-001

九州王朝と日本神話

８ ３世紀に文字の知識が

まぼろしの祝詞誕生

26土 001-001 １ 7月26・27日合併号
29火 001-001 ２
30水 001-001 ３
7

31木 001-001 ４
1金 001-001 ５

1975昭和 50

8
2土 001-001

邪馬台国に向う 古代船の航路

６
51 1 6土 001-001 1 待たれる百花斉放

18日 001-001 2 １
51 1

20火 001-001 3
まぼろしの教行信証

２

21水 001-001 4 １
『教団改革』15号(1976.6)に
転載

51 1
22木 001-001 5

親鸞集団の「国王不拝」
２

『教団改革』15号(1976.6)に
転載

23金 001-001 6 １
24土 001-001 7 ２

1976昭和

51 1
25日 001-001

親鸞論争のすすめ

8
義絶状の謎

３

著作集Ⅲ、わたしひ
とりの親鸞

1日 006-006 １
「定本」に重大な脱落、目をつむる学
者たち

新春論壇１

5木 002-002 ２
法然との出会いが鍵、新しい生き方の
「証」立つ

新春論壇２1

24火 001-001 ３
越後結婚説の矛盾、恵信尼は善鸞の継
母？

4土 001-001 ４
史料の裂目から新事実、〝善鸞の母を
恵信尼に書直す〝

7火 001-001 ５
親鸞　吉永時代に既に妻帯、六角堂夢
告の〝女犯〝の対象は恵信尼

専門紙 中外日報

1978昭和 53

2

11土

日刊

001-001

全探求者に訴える 新しい親鸞伝の出発

６
〝父は恵信尼に騙され下山〝名門の母
を持つ善鸞が告発
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1980昭和 55 8 5火 008-009
体験ルポ「聖域」
見参

古ぼけた社殿に鎮ま
る”神話の英雄”

大国主の誕生地＝石見・大国
の里

レポーター まぼろしの祝詞誕生

20土 008-008 81 １ 彼がもし「叡山の高僧」であったら？
22木 012-012 82 ２ 「建長二年文書」が黙殺される周辺
24土 013-013 83 ３ 「女犯夢告」と「法然帰投」の関係
27火 013-013 84 ４ 「建長二年文書」が真筆である理由
1

31土 008-008 85 ５
故赤松俊秀氏の批判を覆した恵信尼文
書

3火 008-008 86 ６ 高僧和讃にあった「建長第二」の文形
5木 008-008 87 ７ 古代史や歎異抄蓮如自署で同じ方法論
7土 008-008 88 ８ 建長二年文書真作性の波及するもの
10火 008-008 89 ９ 〝逆転の論理〝と親鸞思想独創の誕生
12木 008-008 90 １０ 「善人なをもて」めぐる増谷説の矛盾
14土 008-008 91 １１ 「おほせさふらひき」と「云々」の謎
17火 013-013 92 １２ 法然口伝を深化し続けた独自思想

19木 008-008 93 １３
「三願転入」は親鸞独自の〝時間の論
理〝

24火 008-008 94 １４
宗教的論理の骨格なす「大乗院の夢
告」

26木 013-013 95 １５ 「教行信証」成立への内、外因は…

2

28土 008-008 96 １６ 「第三夢告」にみる親鸞引文の原典…
3火 008-008 97 １７ 「女犯の偈文」こそ世俗への決別の辞

5木 008-008 98 １８
〝女犯〝の対象は、恵信尼その人であ
る

7土 008-008 99 １９ 善鸞への義絶状は本人が〝始末〝した

1981昭和 56

3

10火 008-008

再掘日本宗教史－
その謎に迫る

100

タブーへの挑戦－親鸞

２０
「唯除五逆誹謗正法」「金銀楼閣」の
謎

著作集Ⅲ

57 421水 008-009 上
再び”定説派”に挑む古代史
の謎

縄文人は南米エクアドルと交流してい
た

57 423金 008-009 中
南米エクアドルに出土した縄
文式土器

それでも”偶然の一致”の強弁は通じ
るか

専門紙 中外日報

1982昭和

57 426月

日刊

008-009

縄文学の方法－故
エバンス氏に捧げ
る

下

太平洋を越える大交流

驚くべし縄文有明海沿海人の
行動力

暖流に乗り太平洋を”渡航”

多元的古代の成立
「上」

聖教新聞 1975昭和 50 613金 日刊 008-008
原文改定が事実をゆが
める

まぼろしの「邪馬台国」への
道

旧来の権威に隠された古代史の真実 まぼろしの祝詞誕生

1977昭和 5211 5土 001-001 現代の危機・混迷と親鸞 毎月１回発行
著作集Ⅲ、現代の危
機と親鸞

南御堂
1989平成 111 1水

月刊
001-001「歎異抄」と現代 円熟の息吹きを伝える書

提起した新設・異説に反応や論争が待
たれる

毎月１回発行

55 219火 007-007 解けぬ「定説」矛盾点
古代王朝論－橋本文男氏に答
える

正
出土品に筋を通す－五弦琴・神獣鏡の
論証

世界日報 1980昭和
55 220水

日刊
007-007

「魏志倭人伝」に急所
を見る

古代王朝論－橋本文男氏に答
える

続 「記→紀」改変の精視を

機関紙

社会新報 1985昭和 601213金 006-006 出土木簡と歴史への視座 歴史的価値よりも皇室関係を最優先に
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